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タイ・バンコク Bangkok, Thailand

平常に戻るバンコクĂ今こそ観光回復を
　昨年11月のスワンナプーム空港閉鎖、今年4月のパタヤ、バンコクでの暴

動で、タイはバンコクを中心に海外旅行需要が冷え込んでいるが、加えて、世

界的な新型インフルエンザの発生で、日本からのビジネス需要も影響を受け、

タイの旅行業界は厳しい局面を迎えている。しかし、実際にバンコクを訪問す

ると、全くの平穏で、欧米・アジアからの旅行者で賑わい、バンコクはいつも

の「微笑みの国」として観光客を迎えている。タイにとって、観光は基幹産業。

バンコクの旅行関係者は、日本からの旅行者の回復を心から願っている。（取

材＝本紙編集長・石原義郎、取材協力＝タイ国際航空、フォーシーズンズホテ

ルバンコク、サイアム・ホリデイ・インターナショナル）

タイ国際航空Ă羽田就航最優先に日本市場拡大

需要回復前提に仙台、札幌、沖縄路線を検討
外灘から黄浦江対岸の浦東新区を見る

　タイ国際航空（THA）は旅行需要の回復
に向けて、4月からキャンペーンを展開し
ている。また、来年10月の羽田空港の国際
化、成田空港の滑走路延長時には、羽田−
バンコク線の開設、成田−バンコ
ク線の増便、さらに、需要回復を
前提に新規路線の開設を検討す
ることも明らかにした。
　THAのバイスプレジデント、
ピチャイ・チュンガヌワド氏（写
真右）は、その中でも、最優先事
項は羽田−バンコク線のデイリ
ーフライトで、来年10月からの
運航に対して期待感を示した。ただ、運航
時間帯については、特定時間帯、深夜・早
朝時間帯を含めて今後の交渉になるとしな
がらも、深夜・早朝時間帯の場合の利用者
の不便さを指摘するとともに、国
際線が羽田と成田に分かれるこ
とにより市場が二分化されるこ
とに対して懸念を示した。
　日本を含む東アジアを担当す
るリージョナル・ディレクターの
ドラヤポン・サクハヌサス氏（写
真右）は、成田、関空、中部、福
岡線の需要回復に努めるととも
に、来年は羽田から1日1便運航するとと
もに、成田から1日1便増便する。また、札
幌−関空ーバンコクと仙台−バンコクを日
本の新たな市場としてフォーカスする。
　同社は今年5月、8月、9月に札幌−バン
コク、仙台−バンコク間にチャーター便を
運航する。これを足掛かりに、仙台−バン
コク直行便、札幌−関空−バンコク線の定
期便開設の可能性を探る。札幌−バンコク
はいずれは直行便の運航を目指すが、まず
はインバウンド、アウトバウンドの需要を
見て、関空経由を検討する。
　さらに、新たな路線として、福岡−台北
−バンコク線、沖縄−バンコク線の可能性
についても検討していく。こうした新規市
場の開拓を進める上で、スターアライアン
スのパートナーである全日空の日本国内路
線と日本の主要空港−バンコク路線をシー
ムレスにつなげたいとしている。
　一方で、日本からバンコクとタイ国内路
線とのシームレス化、バンコクからのデン

パサール、オーストラリアなどのビヨンド
路線を拡充し、タイ国内・国際ネットワー
クを強化する。
　同社では、日本からの海外旅行需要とと

もに、確実に伸びているタイから
日本への訪日旅行需要についても
市場の拡大が望めるとしている。
ドラヤポン氏は「タイの国民は日
本文化が好きであり、また、札幌を
中心にウインター・パッケージは
人気がある。バンコクをハブ空港
として日本訪問の市場拡大を考え
たい」と述べた。

　機材計画については、エアバスA330-
300型機8機とA380-800型機6機を導入
する。福岡−バンコク線に、今年8月から
エアバスA300-600型機に替わり、エアバ

スA330型機を投入する。A380-
800型機は2010年後半にデリバ
リー予定で、全507席（ファース
ト12席、ビジネス60席、エコノ
ミー435席）。A380型機の投入路
線について、ピチャイ氏は日本、中
国を含めて需要が見込める路線に
投入するとして、今後の需要回復、
市場動向を見ながら決定する方針

を示した。

ピチャイVPĂ日本市場を最重要視

タイの安全性強調、需要回復期待

　タイは空港閉鎖事件以降、旅行需要は大
きな打撃を受けているが、実際にはバンコ
クはもとより観光地は平穏で、デモ隊の影
さえない。もちろん、マスクをしている人
はほとんどおらず、たまに目にすれば、日
本人という光景の方が違和感がある。
　同社のピチャイ氏は、「レジャー需要、ビ
ジネス需要ともに日本市場を最重要視して
いる。今後も新しいデスティネーション開
発、新しい路線開設を進めるとともに、プ
ロダクトをアップデートしていく」と今後
の展開を述べるとともに、「先のタイにおけ
る事件や暴動もタイの全土で起きたことで
はなく、特定地域で発生したことで、今は
すべてが平穏無事、安全である」と強調、日
本市場の回復を期待した。

　次に、販売施策については、まずはウェ
ブブッキングの拡大を目指す。同社は4月
からタイへの旅行需要回復キャンペーン、
「いそげ！タイへ！THAIBARGAIN」を展
開、9月末までの上期の期間中に実施する。
同キャンペーンはF1クラスの25～35歳の
女性層を対象に、さまざまな特典を提供す
る。F1クラスを獲得できれば、母娘旅行に
まで拡大すること狙う。
　既に、同キャンペーンは同社ウェブサイ
トに掲載されるとともに、5月中旬から駅
張りポスターが掲出され、新聞・雑誌への
展開も逐次展開されている。
　特に、今回のキャンペーンの特徴はウェ
ブを使って実施することが最大の特徴で、
ウェブに掲載されたQRコードを携帯で撮
り、キャンペーンの情報をダウンロード、こ
れと搭乗券の半券を一緒にキャンペーン参
加のスパ、ショップ、レストランなどに持
っていけば特典を受けられる。同社による
と、キャンペーンスタート直後から、利用

者の評判は高いという。
　また、空港閉鎖事件以降、この6カ月間
で、非常に影響を受けているコーポレート
需要の回復を目指す。タイに進出している
日本企業に対して個別にアプローチしてい
る。ビジネス渡航は新型インフルエンザの
影響で、世界的に自粛傾向が強まっている
が、過去の事例からすると、沈静化してい
けば、市場回復は早いと見られている。

　日本からの旅行者が120万人を超えるデ
スティネーションは、タイをはじめ中国、韓
国、米国と数カ国しかない。とくに、タイは
海外旅行需要全体が低迷しても、リピータ
ーが半数を占める事実から見ても、
タイの旅行需要は底堅く、他のデス
ティネーションとの競争力でも優位
に立っていると言える。
　だが、残念なことに、昨年11月末
の空港閉鎖と4月のアセアンサミッ
ト中止に追い込んだ反政府デモの影
響が、日本からの旅行需要回復にブ
レーキを掛けている。タイの政情不
安については、日本では過剰に報道され、そ
れが今も尾を引いているが、前述の通り、全
てが平常に戻っているタイ、とくにバンコ
クに対して、正確な情報を伝えることが重
要であり、タイのイメージを回復すること
が、そのまま日本人旅行者の回復につなが
る。
　フォーシーズンズホテルバンコクのゼネ
ラル・マネジャー、ライナー・スタンファー
氏（写真上）は、昨年11月末の空港閉鎖事
件で減少した旅行者がようやく戻りつつあ
った中で、4月の反政府デモが起き、結果的
にこの半年間の需要減がタイ・バンコクの
旅行業界に大きな影響を与えていることを
指摘する。
　そうした中で、スタンファー氏は、「フォ
ーシーズンズは、日本人旅行者を最重要顧
客と位置付けている」とし、どのホテルより
も日本人スタッフは充実しており、それは
今後も変わらないことを強調した。
　フォーシーズンズはタイで、バンコクを
はじめチェンマイ、チェンライ、サムイと4
軒のホテルを運営している。バンコクは総
客室数354室、従業
員数約700名。ホテ
ル内に日本人従業
員が5名おり、フロ
ント2名、営業2名、
レストランシェフ
1名が配属されて
いる。また、日本語
が堪能なタイ人ス
タッフがフロント
に3名配置されて
いる。

　フォーシーズンズホテルバンコクは、バ
ンコクの中心街にありながら、ホテル全体
がリゾートホテルとして確立されている。
ホテルから出ることなくリゾートライフを

過ごすことができる。
　レストランは和食、タイ料理、
イタリア料理、グリル等、直営
7店舗が揃う。とくに、タイ料理
の「スパイス・マーケット」は、
バンコクでも最高の評価を得て
おり、このレストランを目当て
に食事に来る日本人客も多い。
　部屋タイプはスイート、デラ

ックス、スーペリアなど10タイプに分けら
れるが、スイートクラスからの眺めは素晴
らしい。また、同ホテルの特徴として、カ
バナスイート1室、カバナルーム7室（写
真上）がある。2階に配置されたリゾート
風のカバナはプールと直結し、まさにビー

チリゾートに来たかのような趣がある。若
いカップル、ハネムーナー、さらにはシニ
ア夫婦もゆったりリゾートライフを過ごす
ことができる。
　フォーシーズンズホテルズタイランドの

セールス・ディレクターで、タイ国
日本人ホテル会会長を務める吉川
歩氏（写真右端）は、「価格的に通
常よりもリーズナブルな今こそ、
日本マーケットに対して、エアラ
イン、ホテル、政府観光局が一体と
なり、長期戦略で需要を喚起した
い」と語る。
　日本の旅行者に対して、タイ・バ
ンコクは完全に平常時に戻ってい
ることを正しく伝えることが、需
要回復への第一歩となる。

日本市場を最優先Ă邦人スタッフ充実

フォーシーズンズ  ホテル バンコク

タイ需要回復キャンペーンがスタート

ウェブ・ブッキングの拡大を目指す

王宮周辺はタイ国内からの参拝者や外国人観光客で最もにぎわう。左下の涅槃仏像も人気の
観光スポット。右下の王宮前広場にはデモ隊の影も形もなく、空に舞う凧が売られていた。


